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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第66期

第３四半期連結
累計期間

第66期
第３四半期連結
会計期間

第65期

会計期間

自　平成20年
　　４月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成20年
　　10月１日
至　平成20年
　　12月31日

自　平成19年
　　４月１日
至　平成20年
　　３月31日

売上高 (百万円) 79,912 25,954 116,915

経常利益 (百万円) 445 74 1,112

四半期(当期)純利益
又は純損失(△)

(百万円) 54 △49 423

純資産額 (百万円) ― 5,808 5,957

総資産額 (百万円) ― 47,824 47,310

１株当たり純資産額 (円) ― 203.62 209.86

１株当たり四半期
(当期)純利益
又は純損失(△)

(円) 2.03 △1.87 15.94

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― 11.3 11.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,476 ― 2,031

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △313 ― △284

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △440 ― △2,566

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― 5,196 3,226

従業員数 (名) ― 795 757

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、各期とも潜在株式が存在しないため記載し

　　ておりません。

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。
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４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 795

(注) 従業員数は就業人員数であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 392

(注) 従業員数は就業人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【売上、成約及び仕入の状況】

下記「(1)売上の状況」及び「(2)仕入の状況」の金額には、消費税等は含まれておりません。

(1)売上の状況

　

事業区分

第２四半期連結
会計期間末

当第３四半期連結会計期間

成約残高
(百万円)

前年同期比
(％)

成約高
(百万円)

前年同期比
(％)

売上高
(百万円)

前年同期比
(％)

成約残高
(百万円)

前年同期比
(％)

 機械・設備関連事業 3,858 ─ 8,127 ─ 6,606 ─ 5,379 ─

 資材・燃料関連事業 3,508 ─ 13,769 ─ 14,429 ─ 2,848 ─

 海運関連事業 ─ ─ 4,918 ─ 4,918 ─ ─ ─

合計 7,366 ─ 26,815 ─ 25,954 ─ 8,227 ─

(注)　 1 「当第３四半期連結会計期間売上高」は、外部顧客に対する売上高を用いております。

　2 当社グループにおける官公庁向け及び一般民需物件の売上高は、第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結

会計期間に集中するため、四半期連結会計期間の売上高には季節的変動があります。

(2)仕入の状況

　

事業区分

当第３四半期連結会計期間

金額(百万円) 前年同期比(％)

　機械・設備関連事業 5,578 ─

　資材・燃料関連事業 13,820 ─

　海運関連事業 4,302 ─

合計 23,701 ─

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)

が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発する世界

的な金融危機や株式相場の大幅な下落、急激な円高などの影響により企業収益の悪化や設備投資の削

減、個人消費の落ち込み等がみられ、ますます景気の低迷が深刻化する状況となりました。

このような環境の中、当社グループは事業の選択と集中を一層推進し、積極的な営業活動に努めてま

いりました。
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以上の結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は259億54百万円、営業利益は１億33百万円、経常利

益は74百万円、四半期純損失は49百万円となりました。

事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

（機械設備・関連事業）

農業施設・産業機械事業においては好調に推移したものの、半導体設備業界向けのＦＡ機器等をはじ

めとする電気機械事業においては減速感が強くなりました。また、ナラサキリース㈱をはじめとする建

設機械のレンタル業を営む連結子会社は大幅な減収減益となりました。

以上の結果、売上高は66億６百万円、営業利益は２億82百万円となりました。

（資材・燃料関連事業）

建設資材事業は公共投資の減少などにより引き続き苦戦しながらも、第３四半期は比較的堅調に推移

しました。燃料事業においては、第３四半期における急激な販売価格の低下や販売数量の減少により売

上高が大幅に減少しました。

以上の結果、売上高は144億29百万円、営業利益は２億18百万円となりました。

（海運関連事業）

海運関連事業のナラサキスタックス㈱においては、苫小牧港における貨物の取り扱いが引き続き順調

に推移し、売上高は49億18百万円、営業利益は42百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は478億24百万円となり、前連結会計年度末に比べて５億14百

万円の増加となりました。流動資産は、現金及び預金の増加19億78百万円、受取手形及び売掛金の減少５

億46百万円等により、前連結会計年度末比11億64百万円増加の304億８百万円となりました。固定資産

は、投資有価証券の減少４億６百万円等により、前連結会計年度末比６億50百万円減少の174億15百万円

となりました。

当第３四半期連結会計期間末の負債は420億15百万円となり、前連結会計年度末に比べて６億62百万

円の増加となりました。流動負債は、支払手形及び買掛金の増加14億円、短期借入金の減少７億32百万円

等により、前連結会計年度末比５億10百万円増加の331億96百万円となりました。固定負債は、長期借入

金の増加１億５百万円等により、前連結会計年度末比１億52百万円増加の88億19百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間末の純資産は58億8百万円となり、前連結会計年度末に比べて１億48百万

円の減少となりました。これは主に、その他有価証券評価差額金の減少１億40百万円によるものであり

ます。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第２四半期連結会計期間末に比べ25億

95百万円増加し、51億96百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、13億46百万円のプラスとなりました。これは減価償却費２億22

百万円、仕入債務の増加額９億３百万円等によるものであります。
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(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、43百万円のプラスとなりました。これは主に、有形固定資産の

売却による収入59百万円、有形固定資産の取得による支出21百万円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、12億５百万円のプラスとなりました。これは主に、長期借入れ

による収入21億60百万円、長期借入金の返済による支出８億80百万円によるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

　

　

　

　

EDINET提出書類

ナラサキ産業株式会社(E02579)

四半期報告書

 7/26



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,628,000 同左
東京証券取引所
（市場第二部）
札幌証券取引所

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 26,628,000 同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　
　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年12月31日 ― 26,628 ― 2,354 ― 619
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(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

　

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　41,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

26,484,000
26,484 ―

単元未満株式
普通株式

103,000
― ―

発行済株式総数 26,628,000― ―

総株主の議決権 ― 26,484 ―

(注)　１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が7,000（議決権７個）

　　含まれております。

　　　２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式163株が含まれております。
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② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ナラサキ産業株式会社

東京都中央区日本橋
茅場町一丁目１番３号

41,000 ─ 41,000 0.15

計 ― 41,000 ─ 41,000 0.15

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

　
９月

　
10月

　
11月

　
12月

最高(円) 142 151 141 139 115 99 92 79 68

最低(円) 117 125 125 107 87 77 56 58 60

(注)　株価は、東京証券取引所（市場第二部）におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)の四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,224 3,246

受取手形及び売掛金 ※4
 23,289 23,836

商品 677 633

その他 1,516 1,814

貸倒引当金 △299 △285

流動資産合計 30,408 29,244

固定資産

有形固定資産

土地 7,519 7,515

その他（純額） ※1
 5,438

※1
 5,715

有形固定資産合計 12,957 13,231

無形固定資産

その他 62 64

無形固定資産合計 62 64

投資その他の資産

その他 5,765 6,134

貸倒引当金 △1,369 △1,364

投資その他の資産合計 4,395 4,770

固定資産合計 17,415 18,066

資産合計 47,824 47,310
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※4
 24,456 23,056

短期借入金 3,790 4,522

1年内返済予定の長期借入金 3,532 3,263

未払法人税等 56 322

賞与引当金 82 297

その他 1,277 1,225

流動負債合計 33,196 32,686

固定負債

社債 200 200

長期借入金 6,455 6,349

退職給付引当金 633 523

役員退職慰労引当金 193 229

特別修繕引当金 42 26

その他 1,295 1,339

固定負債合計 8,819 8,667

負債合計 42,015 41,353

純資産の部

株主資本

資本金 2,354 2,354

資本剰余金 1,288 1,288

利益剰余金 1,803 1,829

自己株式 △7 △6

株主資本合計 5,439 5,465

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △20 119

繰延ヘッジ損益 △5 △4

評価・換算差額等合計 △26 114

少数株主持分 395 376

純資産合計 5,808 5,957

負債純資産合計 47,824 47,310
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 ※1
 79,912

売上原価 73,031

売上総利益 6,881

販売費及び一般管理費 ※2
 6,266

営業利益 614

営業外収益

受取利息 21

受取配当金 26

受取賃貸料 93

持分法による投資利益 3

その他 26

営業外収益合計 172

営業外費用

支払利息 224

その他 117

営業外費用合計 341

経常利益 445

特別利益

固定資産売却益 8

その他 3

特別利益合計 11

特別損失

固定資産処分損 10

投資有価証券評価損 77

その他 3

特別損失合計 92

税金等調整前四半期純利益 364

法人税、住民税及び事業税 217

法人税等調整額 76

法人税等合計 293

少数株主利益 17

四半期純利益 54
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 ※1
 25,954

売上原価 23,691

売上総利益 2,263

販売費及び一般管理費 ※2
 2,129

営業利益 133

営業外収益

受取利息 6

受取配当金 8

受取賃貸料 30

持分法による投資利益 6

その他 6

営業外収益合計 58

営業外費用

支払利息 74

その他 42

営業外費用合計 117

経常利益 74

特別利益

固定資産売却益 0

その他 1

特別利益合計 2

特別損失

固定資産処分損 1

投資有価証券評価損 76

その他 3

特別損失合計 80

税金等調整前四半期純損失（△） △3

法人税、住民税及び事業税 △31

法人税等調整額 72

法人税等合計 41

少数株主利益 4

四半期純損失（△） △49
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 364

減価償却費 660

長期前払費用償却額 46

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7

賞与引当金の増減額（△は減少） △222

退職給付引当金の増減額（△は減少） 104

その他の引当金の増減額（△は減少） △20

受取利息及び受取配当金 △48

支払利息 224

持分法による投資損益（△は益） △3

固定資産処分損益（△は益） 2

売上債権の増減額（△は増加） 757

たな卸資産の増減額（△は増加） △42

仕入債務の増減額（△は減少） 1,110

その他 205

小計 3,145

利息及び配当金の受取額 50

利息の支払額 △245

法人税等の支払額 △474

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,476

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △457

有形固定資産の売却による収入 163

貸付けによる支出 △37

貸付金の回収による収入 26

その他 △8

投資活動によるキャッシュ・フロー △313

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △732

長期借入れによる収入 2,930

長期借入金の返済による支出 △2,554

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △78

少数株主への配当金の支払額 △3

その他 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △440

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,721

現金及び現金同等物の期首残高 3,226

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 248

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,196
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

１　連結の範囲の変更

前連結会計年度において持分法適用の非連結子会

社でありました東京ナラサキレンタル㈱、秋田ナラサ

キレンタル㈱、青森ナラサキレンタル㈱及び九州マリ

ン㈱は、重要性が増したことにより第１四半期連結会

計期間から連結の範囲に含めております。

２　持分法適用の範囲の変更

前連結会計年度において持分法適用の非連結子会

社でありました東京ナラサキレンタル㈱、秋田ナラサ

キレンタル㈱、青森ナラサキレンタル㈱及び九州マリ

ン㈱は、重要性が増したことにより第１四半期連結会

計期間から連結の範囲に含めたため、持分法の適用の

範囲から除外しております。

３　会計処理の原則及び手続の変更

(1)棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に

関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７

月５日　企業会計基準第９号)を適用し、評価基準につ

いては低価法から原価法(貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法)に変更して

おります。なお、この変更による影響はありません。

(2)リース取引に関する会計基準等の適用

所有権移転外ファイナンス・リース取引について

は、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に

よっておりましたが、「リース取引に関する会計基

準」(企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改

正平成19年３月30日　企業会計基準第13号)及び

「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会

計基準委員会　平成６年１月18日　最終改正平成19年

３月30日　企業会計基準適用指針第16号)が平成20年

４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連

結財務諸表から適用することができることになった

ことに伴い、第１四半期連結会計期間からこれらの会

計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理に

よっております。また、所有権移転外ファイナンス・

リース取引に係るリース資産の減価償却の方法につ

いては、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零と

する定額法を採用しております。なお、リース取引開

始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・

リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法

に準じた会計処理を引き続き採用しております。これ

による影響額は軽微であります。
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【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連

結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認

められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使

用して貸倒見積高を算定しております。

２　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関し

ては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算定する方法に

よっております。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低

下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。

３　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加

減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

によっております。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連

結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発

生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結

会計年度において使用した将来の業績予測やタックス

・プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　　13,114百万円※１　有形固定資産の減価償却累計額　　12,875百万円

　２　偶発債務

　　(1) 連結会社以外の会社の銀行借入金等に対し債務保

証を行っております。

興部生コン㈱ (関連会社) 30百万円

　　(2) 当社が建設機械を売却したリース会社に対して、
リース会社の有する債権について保証をしており
ます。

売却件数(164件) 1,420百万円

　　　　なお、上記の保証については販売機械が実質的な担
保になっております。

　２　偶発債務

　　(1) 連結会社以外の会社の銀行借入金等に対し債務保

証を行っております。

興部生コン㈱ (関連会社) 30百万円

　　(2) 当社が建設機械を売却したリース会社に対して、
リース会社の有する債権について保証をしており
ます。

売却件数(156件) 1,511百万円

　　　　なお、上記の保証については販売機械が実質的な担
保になっております。

　３　受取手形割引高　　　　　　　　　　　50百万円 　３　受取手形割引高　　　　　　　　　 　 50百万円
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当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※４　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれてお

ります。

受取手形 585百万円

支払手形 1,770　〃

─────

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間
　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

※1　売上高の著しい季節的変動

当社グループにおける官公庁向け及び一般民需物件

の売上高は、第２四半期連結会計期間及び第４四半期

連結会計期間に集中するため、四半期連結会計期間の

売上高には季節的変動があります。

※2　販売費及び一般管理費の主なもの

貸倒引当金繰入額 94百万円

従業員給料手当 2,370　〃

賞与引当金繰入額 71　〃

退職給付費用 424　〃

役員退職引当金繰入額 42　〃

　

第３四半期連結会計期間
　

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

※1　売上高の著しい季節的変動

当社グループにおける官公庁向け及び一般民需物件

の売上高は、第２四半期連結会計期間及び第４四半期

連結会計期間に集中するため、四半期連結会計期間の

売上高には季節的変動があります。

※2　販売費及び一般管理費の主なもの

貸倒引当金繰入額 52百万円

従業員給料手当 775　〃

賞与引当金繰入額 71　〃

退職給付費用 131　〃

役員退職引当金繰入額 16　〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 5,224百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △28 〃

現金及び現金同等物 5,196 〃
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 26,628,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 41,703

　

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年５月16日
取締役会

普通株式 79 3 平成20年３月31日 平成20年６月11日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(リース取引関係)

リース取引の四半期連結会計期間末の残高は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

機械・設備
関連事業
(百万円)

資材・燃料
関連事業
(百万円)

海運
関連事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

6,606 14,429 4,918 25,954 ― 25,954

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

1 143 7 152 (152) ―

計 6,608 14,573 4,925 26,107 (152) 25,954

営業利益 282 218 42 543 (409) 133

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

機械・設備
関連事業
(百万円)

資材・燃料
関連事業
(百万円)

海運
関連事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

22,460 42,898 14,553 79,912 ― 79,912

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

16 508 12 537 (537) ―

計 22,477 43,407 14,566 80,450 (537) 79,912

営業利益 1,059 431 329 1,821 (1,206) 614

(注) １　事業区分は、販売方法及び商品・事業の類似性等により区分しております。

２　各事業の主な取扱商品・事業内容等

　(1) 機械・設備関連事業

(電気機械・設備)　モーター、制御機器、重電機器、冷暖房装置、ロボット、コンピュータ、昇降機

(産業機械・設備)　冷菓飲料設備、工場関連設備、省力物流設備、穀類貯蔵設備、農産物加工設備

(建設機械・設備)　道路舗装及び補修機械、杭打機械、コンクリートポンプ車、クレーン、バッチャープラント

(その他)　　　　　食品類、不動産の賃貸

　(2)資材・燃料関連事業

セメント、生コンクリート、コンクリートパイル、ALC板、石油類、プロパンガス、アスファルト

　(3) 海運関連事業

海運業、通関業、港湾運送業、倉庫業、貨物自動車運送事業

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計

期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計

期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額
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当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

203.62円 209.86円

　

２　１株当たり四半期純利益又は四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 2.03円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 54

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 54

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 26,589

　

第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純損失(△) △1.87円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(注)　１株当たり四半期純損失(△)の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(△)(百万円) △49

普通株式に係る四半期純損失(△)(百万円) △49

普通株主に帰属しない金額(百万円) ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 26,586

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

重要な訴訟事件等

①訴訟の経緯 

当社が納入した機械設備の欠陥により火災が発生したとして、保険金を支払った損害保険会社が当社

およびメーカーを被告として損害賠償金の支払請求をしている事件であります。当社は納入した機械設

備に瑕疵はなく、火災発生原因は特定できないことを主張し、係争中でありました。

　

②現在の状況

上記訴訟事案に関しては、札幌高等裁判所の和解勧告に基づき、平成21年１月15日付で和解が成立して

おります。この和解による当社の負担額は10百万円であります。なお、当該負担額については、既に費用計

上しております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月12日

ナラサキ産業株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

公認会計士　　鈴　木　茂　夫　　印

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

公認会計士　　江　口　泰　志　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているナラ

サキ産業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ナラサキ産業株式会社及び連結子会社の平成

20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間

の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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